



   The aim of this study is to analyze the usage of kango by Korean 
international students, who are in the advanced course of Japanese, 
in oral expression in interview sessions. By exploring usage exam-
ples, it became clear that Korean learners of Japanese have a sub-
stantial vocabulary of kango and, as expected, kango definitely pro-
vides an essential source of vocabulary to discuss abstract theories. 
However, this alone will not mean that they have sufficient linguis-
tic proficiency without additional learning. The results also indicated 






















アメリカのACTFL（The American Council on the Teaching of For-
eign Languages ：全米外国語教育協会）はACTFL Proficiency Guidelines
（ACTFL言語運用能力基準）を示している。この基準により，OPI（Oral 


































































































話者番号（データ出典） OPI 判定 延べ語数 異なり語数 Guiraud 値
S１（KY コーパス） 中－中 124 55 ５
S２（KY コーパス） 中－中 154 74 ６
S３（KY コーパス） 中－中 178 84 6.3
S４（KY コーパス） 中－中 154 82 6.6
S５（高木 2013） 上－中 184 82 ６
S６（高木 2013） 上－上 274 105 6.3
S７（高木 2013） 上－上 215 100 6.8

























































































































































意味一致○ 42 65 73 68 66 91 86 91
意味一致× ２ ０ ３ １ ０ ０ ０ ０
意味一致△ ３ １ １ ４ ４ ３ ５ ４




























































































































































































C ０ ２ ０ ０
B ４ 16 ２ ５
A 18 10 １ ７
判定 具体物（22） 抽象概念（27） 叙述（３） 修飾（12）
表 11-２　S７の発話における漢語のレベル判定
C ３ ９ ０ ０
B 20 45 １ ７
A 15 11 ０ ３





















































































































UniDic version 1.3.12，MeCab 用である。
4　正しく品詞分解されないことがあるため，テキストを形態素解析エンジンにかけた
後，解析結果を確認し，一部解析結果の修正を行った。発音に誤りのある語のうち，
前後の文脈，韓国語の発音から容易に類推できるものは，書字形のバリエーション
の一つととらえ，発話されているものと判定した。
5　「リーディング チュウ太」は，日本語読解学習支援システムで日日辞書，日英辞書，
旧「日本語能力試験」を基準に難易度判定を行う語彙，漢字チェッカーを備えている。
本稿では2014年８月19日に更新されたバージョンを使用した。
6　正しく解析されなかったものに関しては，『日本語能力試験出題基準』を参照し，修
正を行った。
7　「情報」のような語彙は，話題によってA判定の場合もB判定もある。その場合は，
どちらにも分類しているため，数値は延べ語数で示している。そのため，各分類の
総合計が元の数と合わない箇所がある。
8　「財閥」，「支持」，「社内」，「審査」，「世襲」，「脱出」，「都合」，「内容」，「公共」であっ
たが，そのうち，「財閥」，「世襲」，「脱出」，「都合」，「内容」が分類になかった。
